
基本計画（素案）「Ⅳ．基本計画推進のために」に対する市民からの御意見

市民意見募集でいただいた御意見を下表のとおりまとめています。

・市民意見募集（意見募集期間：平成30年2月1日（木）～平成30年2月22日（木）まで）

No. 御意見

1

1
.

基
本
計
画
の
進
行
管
理

（2）Check（評
価）の考え方

　通常、PDCAサイクルに基づく目標管理システムにおいては、目標の
達成状況を測定するために、適切な指標と具体的な目標値を設定しま
す。目標を達成するための具体的方策（施策）を立案し、活動に取り組
み、定期的に達成状況を測定し、未達成の場合には改善策を講じます。
　目標管理システムにおける指標には、「成果指標」と「活動指標」が
ありますが、各政策目的を達成したかどうかを測定するためには、「成
果指標」を設定することが基本となります。「成果指標」を設定するこ
とが困難であったり、「成果指標」を測定することが不可能な場合に
は、次善の策として「活動指標」の設定と測定を行います。
　例えば、事業所でCO2削減を目的に電力使用量削減に取り組む場合、
ビルの１テナントであるため個別のメータがなく事業所単位の電力使用
量が測定不可能な場合には、やむをえず「活動指標」である「電力使用
量削減のための具体的施策（例えば、エアコンの適正な温度管理の徹
底）の実施状況」を指標化して目標にすることがあります。
　ところが、先に提出しました「基本計画（素案）」に関する意見書で
指摘しましたが、基本計画（素案）では、施策目標は設定されています
が、各政策の目標そのものについて指標と具体的な目標値が設定されて
いません。成果指標を基本に「基本計画（素案）」の指標を見直すこと
が必要です。

2

2
.

個
別
計
画
に
よ
る

各
分
野
の
取
組
の
推
進

全体

　冒頭に「総合計画では、市のめざす将来像を示し、その実現に向けた
各分野の目標や取組の方向性を政策・施策として示しています。」と記
載されていることに賛同します。
　ところが、先に提出しました「基本構想（素案）」に関する意見書で
指摘しましたが、「基本構想（素案）」には、市のめざす将来像は的確
に示されていません。「基本構想（素案）」を見直し、市のめざす将来
像を明示することが必要と考えます。

3

3
.

取
組
を
進
め
る
た
め

の
3
つ
の
視
点

（1）分野を越え
た連携

　吹田市の場合医療的な環境はたいへん恵まれています。
　保健・医療・福祉に携わる専門職や関係者は地域の人材（人財）と考
えます。
　本当の地に足が着いた「健都」へ
　彼らが市民として施設等の内外を越え、（ゆるくつながったり）連携
を促進するような、また、市民への発信など支援策もご検討いただきた
い。
　スキルアップ、ブラッシュアップしつつ吹田市への愛着が増し、貢献
意識も高まるかと思います。

分類
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No. 御意見分類

4

3
.

取
組
を
進
め
る
た
め

の
3
つ
の
視
点

（2）市民と行政
との協働

　重要な３つの視点の一つとし、「まちづくりのあらゆる場面におい
て、多様な市民の参画を促進するとともに、公益的な活動の担い手の拡
大を図るなど、これまで以上に、市民と行政との協働の促進に努めま
す。」と記載されていることに賛同します。
　ところが、吹田市における最も基本的な計画である「総合計画」の策
定において、市民が提出した意見は単に審議会に配付されるだけで、行
政内部や審議会でどのように取り扱われたのか明らかにされていません
し、提出した市民に回答もされていません。また、総合計画審議会の委
員構成も公募市民は20人中４人であり、多様な市民の参画を促進すると
は言えない状況と思います。第４次総合計画策定のプロセスにおいて
も、多様な市民の参画を保障するよう改善が必要と考えます。

5

（

参
考
）
【

附
属
資
料
】

地
域
の
特
性

1．地域の特性に
ついて

P８・９の地域の分け方の例によるとP８では万博公園が北山田に属して
いますが、P９では千里ニュータウンに属しています。その結果防犯支部
別犯罪状況（吹田署発行）によると28年度は北山田支部が岸部、豊二に
続き市内３番目に多い地区となって来ています。
それは「ららぽーと」における万引き等が多いことが要因となっていま
す。
※【№５御意見　関連資料】　参照

6

吹田市2010年 35万人→2015年 37万４千人まで人口増加。なぜ増え
ていくのか。吹田市は37万人になって、次38万人を目指してるのか、
人口減少するのかわからないです。吹田市人口はなぜ増えるのか。他市
とちがう。
吹田市民37万人がすてきな街をつくり、環境もごみを減らしていく展開
を希望します。吹田市がきれいな街になればいいと思います。

7

「市民自治によるまちづくり」のP6によると施策指標に市のホームペー
ジの閲覧者数が目標になっています。
例えば、「部長ブログさつきダイアリー」など市の出来事を楽しく閲覧
していますが、残念なことに28名の部長及び該当する人で10人の方が
就任挨拶のままです。
それでは市の情報共有の促進には期待できません。
事業や行事の少ない部署もあるかもしれませんが、せめて年１度位は部
長ブログに載せていただきたいと思います。
※【№７御意見　関連資料】　参照

8

大綱２の政策２を見ると「犯罪を許さないまちづくり」のことも取り上
げられています。万博公園には人は住んでいませんが昼間人口が大勢押
し寄せます。犯罪は夜だけでなく昼間も起こります。現在の山田交番の
３名勤務体制では到底対応しきれないと考えます。
したがって、北山田地区に交番若しくは移動交番車の設置を盛り込んだ
「防犯力の向上」を期待いたします。

そ
の
他
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No. 御意見分類

9

4-2-1（Ｐ.21)　中学・高校
教室、一部の諸外国では中学からは、教科あるいは一人の先生につき一
部屋ということだそうだが、この日本は一学級につき一部屋となってい
る。適切だろうか。

クラブ活動について
・毎週土曜ぐらいがいい。（例えば、９-12時か13時とか（週3～4hと
すると1ヵ月14～16hということになる）
　平日は６限あるが、中学からの授業は難しくもなり、２hくらいは家で
学ぶ機会を奪いたくない。それを阻害しないように、また、中学（高
校）で習うことの最低限の基礎学力を身につけることを目標に（疲れて
落ちこぼれなど出ないように）またそれが社会力にもなると思う。一
方、課外活動（部活動）に関しては、生涯学習に役立つよう、また発展
につなげれるよう。
また一方で勉学の妨げにならないよう（充分基礎学力を身につけれるよ
う）したい。
またそのためには、市内の大会などをもうけたり、必要ならばそれ以上
を必要とする場合には、市の施設を利用したスポーツ教室なども（別個
で例えば月謝制などで（時に週に３～5日なども））整える必要がある
と思う。
（また、時間内におさめれると、幼児教育の足しになるかもしれな
い。）
・基礎学力の低下をふせげると高校への進学率も上がるかもれない。進
学を望む者の最低限の条件を満たせる。
・夜道が暗くならない内に（16：30）下校できるかもしれない。そう
すると、制服のあり方も変わるかもしれない。そもそも登校時間が早
い。早め下校。学校滞在時間8：30～15：30だと7h。
とは言っても、外国の方式とか調べたり、他の方の意見（生徒や保護者
がどう思ってるかなども聞いてもいいと思うが勉強の妨げにならないよ
うには考えたい。土曜全部出席分（隔週くらい）は、夏休みに休みを
取ってもいいと思う。

そ
の
他
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